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令和５年度 墨田区立外手小学校 学校経営方針 

 

本校は「人権尊重の精神を基調として、国際的な視点に立ち、積極的に社会に貢献できる

児童の育成を目指す。」を教育目標に、さらに「世界へ か・が・や・け 外手の子」をス

ローガンに設定しています。 

 

「世界へ」は、国際理解教育の推進と充実をめざす意味を込めています。 

「かがやけ」には、「か」…「かんがえる子」、「が」…「がんばる子」、「や」…「やさし

い子」、「け」…「けんこうな子」とそれぞれが、めざす児童像を表しています。  

 

今年度も学校教育目標の実現のために「めざす児童像」「めざす学校像」「めざす教師像」

を具体的に示し、取組を進めます。  

めざす児童像は、「自分もひとも大切にできる子」です。これは、自他の生命を尊重し、

思いやりをもって他者に接することのできる児童の育成を意味します。自分や他の人々を大

切にすることは重要です。自分の生命を大切にすることは、心身の健康を保持増進すること、

夢や希望をもって生きること、人生において自己実現することの礎となります。他者を大切

にすることは、周りの人への思いやりに通じ、人権尊重の精神を涵養します。家族や知人友

人をはじめに、学級、学年、学校等の所属意識と愛着、幼い人への優しさや高齢者への親切、

障害者理解へと広がります。また、地域から世間や世界へとつながる社会性の礎ともなりま

す。他者を「ひと」から「生き物」「自然」「資源」「地球」へと広げ、命を慈しむ態度や心

情、自然愛護、環境保護などのＳＤＧＳにつなげます。  

めざす学校像は、「子や孫を通わせたい学校」です。保護者や地域の方々が自分の子や孫

を通わせたいと思っていただける学校をめざします。そのために、まず、安全で安心な教育

環境を整えます。その中で、児童に「知・徳・体」をしっかりと身に付けさせ、すべての児

童がかがやく学校づくりをします。  

めざす教師像は、「使命感のある教師」です。児童のことを第一に考えて職務に取り組み、

自らの指導力を向上させ、努力を惜しまず仲間と支え合い協力する教師をめざします。  

 

今年度もこれらに取組み学校教育目標の実現をめざします。そして、教職員一同、心と力

を合わせて、「世界へ か・が・や・け 外手の子」をスローガンに全力で取り組む所存で

す。また、アフターコロナの教育活動のあり方について、国や区の方針に従い、学校として

一つ一つ確認と検討をして、よりよいものにしていくよう創意工夫しながら進めます。皆様

のご理解とご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。  


